●名古屋支部　　　　　　2016年9月10日(土) 14:00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第1和室
参加者： 吉田孝次、伊賀正夫、長谷部孝男、中谷仁、貞永幸代、浅井香代、小林美樹、木村達也（8名、内会員6名）　
主な話題：
　　1. 2016年、沼津年会の案内 (吉田)
　　　　本年の年会が静岡県沼津市で開かれます。
　　　沼津商工会議所 会議室　10/22 13:00～10/23 12:00 

　　　　普段あまりお目にかかれない方にお会いできますのでこの機会に参加されてはいかが　　

　　　ですか。（申込をしてください）
　　2. 最近の変光星 (中谷)

　　　[はくちょう座χ]　ミラ型で現在4.8等程で極大が間近です。
　　　[はくちょう座SS]  激変星で増光が観測されました。　8等級ほどです。
　　　[ペガスス座AG]　共生星で150年ぶりに増光しています。
　　3. 変光星の話をよく理解するためのお話（伊賀）
　　　　例会で中谷さんの変光星の観測報告・解説がありますが、よりよく理解するための恒星

　　　の進化等の話です。　8月例会の続きです。
　　4.  写して見ました (伊賀・吉田)
　　 (伊賀)最近撮影した分です。　

　　　・はくちょう座SSは8.5から9.9等の間でしょうか。

　　　・アンタレス・火星・土星の「夏の小三角」。

　　　・水星・金星・火星・天王星・海王星の惑星＋冥王星です。　冥王星は青く写っています
　　　　が探査機ニューホライズンズの画像では茶色ぽくなっています。　どうしてでしょうか。
　　　・今日の未明に撮影した「らせん星雲」。
　　　浅井さんとのメールのやりとりから、浅井さんの撮影した「名古屋城と月」です。　月齢
　　　26・7ぐらいでしょうか。
　　　　今朝、天狗棚(設楽町津具)で黄道光が見えていました。　(中谷)学生の時、海洋観測船
　　　での観測航海の観測当番を工夫しての自由時間に真っ暗な星空を寝そべって見ていまし
　　　た。　天の川は雲のように見え、黄道光と対日照もよく見えていました。

　　　(吉田)豊川の自宅べランダから撮影できる極限等級の実験をしました。　先日の透明度の
　　　良い日にデジカメで撮影、1/2秒露出でのベランダの手すりを使った手持ち撮影で南斗六

星が写っています。　今度は軽くカブリが出るぐらいの露出を掛けて撮影するつもりです。
　　5. 三世代交流 夏の星の観察会 他　(長谷部)
　　　[夏の星の観察会]　8月13・14日の2夜実施しました。　案内チラシを回覧板に挟んで
　　　の告知で、1日目約50名、2日目30名の参加があり、2日目には地元ケーブルテレビ
　　　(CC-Net)取材があり8/26に放映されました。
　　　[福島っ子　サマーキャンプ　星の世界]　8/11に観望会を実施しました。　薄曇り・月の

　　　悪条件で2等星がやっとの空でしたが夏の大三角を教えると喜んでいました。

　　　[15cmドブ赤の改造]　クランプ機構のなかった水平回転部にクランプ板と微動機構を追

　　　加しました。 スマホ・携帯での撮影がよりしやすくなると思います。

　　6. 軌道の共鳴　(吉田)
　　　　私達流星観測者または流星研究者は長い間、おうし座流星群は短周期流星群なので、軌
道上にほぼ一様に流星物質が分布してしまっていて、流星出現にムラはなくなっていると
思い込んでいました。　今年（2016年）の富山流星会議で司馬康生氏が発表された
『おうし座流星群のSwarmって？』






この研究はAsher & Izumi (1998) で存在が明らかになり、その後 D. Asher 
(IMC,1992)をはじめ、今回のY. Shiba (2016) による研究によっても、おうし座流星群
（南群）についてSwarmが認められました。




このSwarmは、おうし座流星群軌道と木星軌道が2:7 の尽数比になることから生じ
る共鳴によるものとされています。　流星群の共鳴について簡単な理解をするために、洗

濯機の脱水時の例を挙げてされました。
今回は流星群の軌道半長径a1と木星の軌道長半径a2の比が尽数比となる場合につい
て考えました。参考文献として吉川真(1998) ISASニュース No.207が配布されました。　　　7. ISS月面通過　(木村)

　　　　8/16にISSの月面通過するとの予報が出ていました。　前から狙っていたのですがな
　　　かなか天候と自分との時間的なタイミングが会いませんでしたが、今回なんとか動画で捉
　　　えることができました。　機材を設置している間に蚊に4箇所刺されてしまいました。
　　8.　オーロラ音の原因発見　(小林)

　　　　オーロラの音の原因が磁気嵐と下層大気の温度逆転層にあることが示されました。　磁

　　　気嵐の結果、電荷が低い温度逆転層で放電されることにより音が発生というメカニズムで

　　　す。　以前の例会で話題になった流星の音とはメカニズムが違うようです。
　　　詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：木村達也
